立体有機化学ノート
１．立体配座　　（９／２６）
１．１　立体配座の表記法
１．２　エタンの立体配座とエネルギー
１．３　立体配座の安定性、不安定性の要因→5つのファクター
　1.3.1　立体障害
　1.3.2　水素結合
　1.3.3　双極子の相互作用

　1.3.4　立体電子効果
　1.3.5　分散力
１．４　不飽和化合物の立体配座について
　1.4.1　プロペンの立体配座
　1.4.2　1-ブテンの立体配座
　1.4.3　アセトアルデヒドの立体配座
　1.4.4　プロピルアルデヒド？の立体配座
　1.4.5　共鳴系のアルケンの立体配座
　1.4.6　α、β不飽和カルボニル化合物
　1.4.7　芳香族化合物
　1.4.8　ｎ－π　
１．５　環状化合物の立体配座について
　1.5.1　５員環の立体配座
　　1.5.1.1　1.3－ジメチルシクロペンタン　（１０／３）
　　1.5.1.2　シクロペンタノン

　　1.5.1.3　不飽和系五員環
　1.5.2　６員環の立体配座
　　　飽和系

1.5.2.1　シクロヘキサン
　　　1.5.2.2　１置換シクロヘキサン　→４例
　　　1.5.2.3　2置換シクロヘキサン　→４例
　　　1.5.2.4　シス1，3シクロヘキサンジオール
　　　1.5.2.5　1，2シクロヘキサンジオール

　　　不飽和系
1.5.2.6　シクロヘキセン
　　　1.5.2.7　４－置換シクロヘキセン　→３つの反応
　　　1.5.2.8　３－置換シクロヘキセン　（１０／１７）
　　　1.5.2.9　1，6－2置換シクロヘキセン
　　　1.5.2.10　シクロヘキサジエン
　　　1.5.2.11　シクロヘキサノン

　　　1.5.2.12　シクロヘキサジオン
　　　

1.5.2.13　メチレンシクロヘキサン

　　1.5.3　六員飽和ヘテロ環、酸素原子を含む環について
　　　1.5.3.1　anomeric効果
　　　1.5.3.2　キシロースのトリベンゾエート
　　　1.5.3.3　双極子モーメント
　　　1.5.3.4　立体電子効果による説明
　　1.5.4　７員環の立体配座
　　　1.5.4.1　環歪みについて
　　　1.5.4.2　シクロヘプタン？の立体配座
　　1.5.5　８員環の立体配座（１０／２４）
　　　1.5.5.1　安定な立体配座について　→3つの例
　　　1.5.5.2　不飽和系
　　　1.5.5.3　複素環
　１．６　縮合環の立体配座について
　　1.6.1　最小の縮合環
　　1.6.2　３員環
　　1.6.3　４員環

　　1.6.4　ビシクロ[4，2，0]オクタン
　　1.6.5　ビシクロ[4，3，0]ノナン
　　1.6.6　多くの天然物炭素に見られる構造
　　1.6.7　６員環同士：デカリン骨格

　　1.6.8　トランスデカリン

　　1.6.9　シスデカリン　（１１／７）
　１．７　架橋環の立体配座について
　　1.7.1　最小の架橋
　　1.7.2　ノルボルナン
　　1.7.3　ブレッド則
　　1.7.4　架橋環化合物の転位反応

２．動的な立体化学
　２．１　有機立体化学反応における立体選択性
　　2.1.1　速度支配と熱力学支配
　　2.1.2　Hammondの仮説
　　2.1.3　立体特異的反応
　　2.1.4　立体選択的反応

　２．２　有機化学反応における立体化学と立体電子効果による説明
　　2.2.1　置換反応

2.2.1.1　SN1反応でのラセミ化
　　　2.2.1.2　SN2反応での立体反転　（１１／１４）
　　　2.2.1.3　置換反応での隣接基関与
　　　2.2.1.4　SNi反応での立体保持
　　　2.2.1.5　SN1反応での立体加速
　　　2.2.1.6　アノマー位での反応
　　　2.2.1.7　SN2遷移状態における共役安定化

　　　2.2.1.8　アリル位、ベンジル位でのSN2反応
　　　2.2.1.9　カルボニル基の隣接位でのSN2反応
　　　2.2.1.10　ヘテロ原子の隣接位での反応
　　　2.2.1.11　SN2’反応の立体化学
　　2.2.2　付加反応
　　　2.2.2.1　トランス付加
　　　2.2.2.2　シス付加

　　　2.2.2.3　SE2’反応の立体化学
1． 立体配座
１-1．立体配座の表記法
-30°～30°：symperiplanar

-90°、90°：synclinal

～150°　　；anticlinal

~180°　　：antipriplanal

立体配座の決め方

３つの置換基がすべて異なる時は置換基の中でCIP順位則で最優先の基が基準となる。

置換基のうち2つが同じ順位である時は1つだけ異なる基が基準となる。

置換基が3つとも同じである時は二つの基準が最も小さい角度になるように基準を決める。

R3C-C R3において、それぞれどの基を基準とするのか決めてその二つの基準の間の角度を考えることで立体配座を決定する。
